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美幌町では、第６期美幌町総合計画の将来像を次のように定めており、本年度は計画の３年目に

あたります。

【ひとがつながる】

人とのつながりを大事にする。ひとの輪を広げていく。連携を強化していく。

【みらいへつなげる】

課題を解決しながら、次世代の子ども達に夢がもてる美幌町を継承する。

持続可能なまちづくりを進めていく。

【ここにしかない】

美幌町の絶対的な魅力が光り、地域力が発揮されるまち。

ここでしか味わえないことがある、ここが好き、ここが自慢、こんなすごい人いる、と誇れるまち。

第６期美幌町総合計画を取り組んでいくための５つの基本目標となるキーワードをもとに、次の

ページから、平成３０年度の主な事業をお知らせします。

創

護

人を創り、地域力を高めるまちづくり

自然の美しさやくらしの安心を、みんなで譲りあうまちづくり

活 まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

集 住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

育 夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

ひとがつながる、みらいへつなげる ここにしかないまち びほろ

まちの将来像

３



　内容 　内容
　　昭和３５年に建築され、築５７年が経過した役 　　平成３０年度より「地域おこし協力隊」の本格
　場庁舎は老朽化が進んでおり、平成２９年度に行 　導入を行い、隊員による地域協力活動によって地
　った耐震診断において、「耐震性なし」との結果 　域おこしの支援や活性化を図るとともに、隊員の
　を受けたことから、平成３３年度の供用開始に向 　定住定着を図ります。
　けて新庁舎の建設を行います。

　主な経費 　 主な経費
　　役場庁舎建設設計業務委託料　３，４４５万円　
　　先進地視察、委員に係る経費　　　１１５万円　

　内容 　内容
　　地域集会室を計画的に修繕・修理をして長寿命 　　消防庁舎建設に向けて、基本設計・実施設計を
　化を図り、地域コミュニティ活動の拠点として利 　業務委託し、各種災害時の消防活動拠点施設とし
　活用する環境整備を強化します。 　ての整備及び地域防災の中核となる消防団詰所機

　能を備えた消防庁舎建設します。

　主な経費 　主な経費
　　工事請負費（東町集会室）　　５，０３７万円　 　　基本・実施設計業務委託料 　　９，０６９万円
　　修繕料　　　　　　　　　　　　　１００万円 　　上・下水道布設替工事負担金　 １，５７８万円

（集会室の維持管理修繕）

（住民活動担当　内線３４６） （消防本部グループ庶務担当　７３－１２１１）

財　源

　 (うち借金〔町債〕　　　　 　  ６，０７０万円)　 (うち借金〔町債〕　　　　　 　５，1３７万円)

財　源

　美幌町の負担額　　　　  　　　１億６４７万円　美幌町の負担額　　　　      　   ５，1３７万円

　　隊員募集採用選考業務委託料　　　１８２万円

　美幌町の負担額　　　　　　　　３，５６０万円

（平成３０年度の主な事業）

　　人件費　　　　　　　　　　　　　２６１万円

 【３，５６０万円】庁舎改築等事業  【５８５万円】地域おこし協力隊事業

【５，１３７万円】地域集会室補修等整備事業 【１億６４７万円】

（庁舎建設担当　内線２９０）

　　消耗品費・燃料費　　　　　　　　　４６万円

消防庁舎改築事業   

（政策担当　内線２９９）

　美幌町の負担額　　　　　　　　　　５８５万円

財　源財　源

　 (うち財産運用・基金繰入　　　　   ６６２万円)

創 人を創り、地域力を高めるまちづくり

４  



　内容 　内容
　　乳幼児等に対し、医療費の一部を助成すること 　　子ども・子育て支援事業計画に基づき、「質の

　 　により、保健福祉の向上を図ります。 　高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供」、
　　また、今年度より助成枠を拡大し「小学生・中 　「保育の量的拡大」及び「地域の子ども・子育て
　学生通院」にかかる医療費の一部についても助成 　支援の充実」に向けた取り組みを推進します。
　します。

　主な経費 　主な経費
　　美幌藤幼稚園改築補助金　２億６，１００万円

　内容 　内容
　　介護従事者資格取得のための「介護初任者研修」 　　妊産婦及び子育て世代の経済的支援のため、不
　及び「介護実務者研修」に係る費用を助成します。 　妊治療に係る費用の助成を行います。

　主な経費 　主な経費
　　介護職員初任者研修　　　　　　　　８０万円 　　特定不妊治療費補助金　　　　　　２２５万円
　　介護実務者研修　　　　　　　　　１３０万円

　

（高齢者福祉担当　内線２５８） （健康推進担当　内線３９５）

　基金　　　　　　　　　　　　　　　２１０万円 　美幌町の負担額　　　　　           　２２５万円

（民生担当　内線２７７） （業務担当　内線３７６）

財　源 財　源

 【２２５万円】特定不妊治療費補助金【２１０万円】介護従事者資格取得支援事業補助金

　国からの補助金　　　　　　１億７，４００万円
　道からの補助金　　　　　　　　　　９８８万円

（平成３０年度の主な事業）

　美幌町の負担額　　　　　   　　３，８６８万円 　美幌町の負担額　　　　　   　　８，７００万円

　　医療費扶助  　　　　　　　　４，７４０万円

財　源 財　源

　検診料自己負担金　　　　　   　　　　１０万円

【４，８６６万円】乳幼児等医療費助成事業 【２億6，100万円】美幌藤幼稚園改築補助金

護 自然の美しさやくらしの安心を

みんなで護りあうまちづくり
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　内容 　内容
　　豊栄地区営農用水施設は、施設整備から４０年 　　平成２９年度から開始した美幌ブランド認証制度
　が経過し、老朽化が進んでいることから、浄水施 　と連携し、美幌町の質の高い農畜産物をはじめ、地
　設のろ過池更新工事を行います。 　域資源を活用した特産品開発を支援し、官民一体と

　なった特産品の開発を支援します。

　主な経費 　主な経費

　内容 　内容
　　さらなる観光客の増加や美幌の特色を生かした 　　町内で産出されたＦＳＣ認証木材を使用し、町
　観光振興施策を展開するため、協議会に係る人件 　内に住宅を新築又は増改築、建売住宅を購入し、
　費を一部補助します。 　当該住宅に居住される方に経費の一部を補助しま

　す。　
　　また、１歳のお誕生日を迎えられたお子さんや
　小学校へ入学されるお子さんにＦＳＣ認証木材を
　使用した「木製品」を贈呈します。

　主な経費
　　美幌町観光まちづくり協議会負担金 １４０万円 　主な経費

町産材活用促進事業

　　国からの補助金　　　　　　　　　７８３万円

　　消耗品費（FSC認証木材使用木製品）８８万円

（観光担当　内線２９３）

　   美幌町の負担額　　　 　　　　 　  １４０万円

財　源

【１４０万円】美幌町観光まちづくり協議会負担金

（森林担当　内線　２４６）

　　町産材活用促進事業補助金　　１，７４０万円

　　美幌町の負担額　　　　　　　１，０４５万円

財　源

（平成３０年度の主な事業）

（農政担当　内線　２４１）

【１００万円】地域特産品開発推進事業

　　特産品開発支援事業補助金　　　　１００万円

【２，０２０万円】豊栄地区営農用浄水施設修繕

【１,８２８万円】

　　修繕料　　　　　　　　　　　２，０２０万円

財　源 財　源

（観光担当　内線２９３）

　　美幌町の負担額　　　　　　　２，０２０万円 　　美幌町の負担額　　　　　　　　　１００万円

活 まちの資源や持ち味を

活力に換えていくまちづくり
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　内容

　主な経費

　国からの補助金　　　　　　　３，４５２万円
　美幌町の負担額　　　　　１億７，０８６万円

（道路担当　内線２７６　維持担当　内線２６３）

　内容 　内容
　　大雨等による河川の増水により、住宅等への浸水被 　　旧・美幌中学校のグラウンドに、ソフトボール
　害が及ばないよう各樋門での監視体制を整え、各樋門 　場２面を移設します。
　に排水ポンプを増設するとともに、排水ポンプ用の発

　主な経費
　　ソフトボール場移設等補修　　１，２００万円

　

（維持担当　内線２６３） （維持担当　内線２６３）

　　美幌町の負担額　                 １，２００万円

財　源

【７，１８３万円】堤内排水対策事業

     (うち借金〔町債〕　　　　  ４，９８０万円)
　　美幌町の負担額　         　  ７，１８３万円

財　源

【１，２００万円】ソフトボール場移設等補修

　電機を設置します。

　主な経費
　　業務等委託料　　　　　　　　  ２，０５８万円
　　常設ポンプ購入等（６台）　　  ４，２１５万円

【２億５３８万円】道路整備事業　

（平成３０年度の主な事業）

　③　第１２３号道路（ツルハドラッグ美幌店様 付近）
　④　第１４号道路（野崎）

　　安全な車両通行の確保や歩行者に配慮した道路
　環境の向上を図るため、町道の改良や舗装補修、
　歩道の整備を進めます。

　①　第１０７号道路（大通北３～東１北３）
　②　第８号道路（コープさっぽろ様 付近）

財　源

　(うち借金〔町債〕　　　  １億７，０７０万円)

　⑤　第３０号道路（報徳・田中・稲美）
　⑥　第２６２号道路（みなみまち集会室付近）

　　整備工事費　　　　　　　　　  ２億５３８万円

集 住みやすく、

人が集まる基盤をつくるまちづくり
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　内容 　内容
　　生徒が情報モラルを身につけ、コンピューターや

　生徒の確保に向け寄宿舎（報徳寮）の運営補助と進 　情報通信などの手段を積極的に活用できるための学
　路対策の補助を行います。 　習活動の充実を図ります。

　主な経費

　内容
　　平成２５年度に耐震機能診断を行った結果、耐震
　基準を満たしていないとの診断がされたことから、
　耐震化を行い安全性を図ります。
　

　主な経費 　主な経費

　　工事請負費 （耐震補強）　       ２億 ６,５７２万円

　　美幌町の負担額　　　　　      ２億３，６６６万円
 　　(うち借金〔町債〕　              ２億２，８８０万円)

　主な経費

（教育委員会　総務担当　内線３０３）

 【２億８，９４７万円】スポーツセンター等改築等整備事業 町民会館改築事業  【２億３，１５５万円】

財　源

　　備品・消耗品費　　　　　　　　　６，１２８万円

　　機械器具（大型テレビ）  　　　　　　  １１４万円
　　美幌高等学校教育支援事業補助金　　　３１７万円

　改築・外構工事を進めます。

中学校ICT教育環境整備事業 【１５９万円】

（平成３０年度の主な事業）

　　美幌高等学校の魅力ある高校づくりを支えるため、

【３１７万円】美幌高等学校教育支援事業補助金

　　工事請負費（電気設備等）　　１億６，６６９万円

　　美幌町の負担額　　　　　　　　　 　　１５９万円

　　庁用備品（タブレット）　　　　　　　　 ４５万円

財　源

（教育委員会　総務担当　内線３０３）

　　美幌町の負担額　　　　　　　　　　　３１７万円

　内容
　　平成３０年９月のオープンに向けて、町民会館の

　　業務等委託料（工事管理等）　 　　  １,８３８万円

 （教育委員会 スポーツ振興管理担当　７３－４１１７）（教育委員会　文化振興担当　７３－４１８７）

財　源

国からの補助金　　　　　　　　　     　 ７９万円

(うち借金〔町債〕　        　   １億６，６８０万円)

環境省関連団体からの交付金　　    　  １６０万円
美幌町の負担額　　　　    　  ２億２，９１６万円

財　源

　　国からの補助金　　　　　　　      ５，２８１万円

育 夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり
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一般会計

53.6%
特別会計

29.2%

企業会計

17.2%

一般会計

109億1,228万6千円

（53.6%）

国民健康保険特別会計

26億7,560万4千円(13.1%)

後期高齢者医療特別会計

3億69万5千円

(1.5%)

公共下水道特別会計

10億6,565万5千円

(5.2%)

介護保険特別会計

18億946万5千円

(8.9%)

個別排水処理特別会計

1億169万8千円

(0.5%)

水道事業会計

9億625万5千円

(4.4%)

病院事業会計

25億9,536万7千円

(12.8%)

203億

6,702万5千円

老朽化や耐震不足により多くの公共施設の

整備が必要となっているため、一般会計が

3年連続で１００億円を超える予算となっ

ています。

•福祉、道路整備、教育など基本的な行政サービスを
行うための会計です。

一般会計

•国民健康保険など特定の事業を行うための会計で、
町には５つの特別会計があります。

特別会計

•会社と同じように事業を行い収益をあげて運営する
会計で、水道事業と病院事業があります。

企業会計

９



説　明 金　額

町が自主的に調達（用意）できる収入のことです。 ３５億４，４７９万３千円

町 税 町民税や固定資産税など、皆さまに納めていただく税金です。 ２１億７，８８０万１千円

分 担 金 及 び 負 担 金 事業にかかる経費の一部を、利用者が負担するお金です。 ９，５２１万５千円

使 用 料 及 び 手 数 料 施設の使用料や証明書の発行手数料などです。 ２億６，９７１万７千円

財 産 収 入 不要物品や土地などの財産を売り払って得るお金です。 ３，６３６万４千円

寄 附 金 町にご寄附いただいたお金です。 ２，５００万８千円

繰 入 金 町の基金（貯金）から取り崩されたお金です。 ４億２，２３４万６千円

繰 越 金 前年度から繰り越したお金です。 １，０００万円

諸 収 入 給食費や貸付金の返還金、その他の様々なお金です。 ５億７３４万２千円

国や北海道から交付されたり、借金をするなどして得られる収入
のことです。

７３億６，７４９万３千円

地 方 譲 与 税 １億５，２３８万７千円

利 子 割 交 付 金 ４４７万円

配 当 割 交 付 金 ３２４万４千円

株式等譲渡所得割交付金 ４０８万２千円

地 方 消 費 税 交 付 金 ３億９，９１０万５千円

自動車取得税交付金 ４，１０６万３千円

国有提供施設等所在
市 町 村 助 成 交 付 金

３３万６千円

地 方 特 例 交 付 金 ７２０万５千円

地 方 交 付 税 ３８億５，０００万円

交通安全対策特別交付金 ３１６万９千円

国 庫 支 出 金 ９億４，３８７万９千円

道 支 出 金 ７億３，７３２万３千円

町 債 国や銀行から借り入れるお金（借金）です。 １２億２，１２３万円

１０９億１，２２８万６千円

自 主 財 源

依 存 財 源

項　目

計

皆さまが国や北海道に納めたお金の一部が、法律や一定のルール
に基づき、町に配分されるお金です。

皆さまが国や北海道に納めたお金の一部が、法律や基準に基づ
き、町の特定の事業のために配分されるお金です。

依存財源

67.5%

自主財源

32.5%

地方

交付税

35.3%

国道

支出金

15.4%11.2%

地方譲与税等

5.6%

町税

20.0%

諸収入

4.6%

使用料・手数料

2.5%

繰入金等

5.4%

町債

国や北海道から交付される

依存財源が全体の６７．５％

を占めています。町の予算が

国の予算に影響を受けやすく

なっていることを表しています。
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説　明 金　額

毎年必ず支出する必要があり、大きく削減することが難し
い経費のことです。

３６億２，７６２万８千円

人 件 費 職員の給料や手当、議員・委員の報酬などです。 １４億７９３万３千円

扶 助 費 児童手当や障がい者支援費などの経費です。 １１億２，７１８万９千円

公 債 費 町が借り入れたお金（借金）の返済金です。 １０億９，２５０万６千円

公共施設の大規模改修や町の基盤整備などの経費です。 １９億６，０２９万８千円

（ 補 助 ） 普通建設事業のうち国からの補助があるものです。 １０億７，９９６万９千円

（ 単 独 ） 普通建設事業のうち国からの補助がないものです。 ８億８，０３２万９千円

５３億２，４３６万円

物 件 費 光熱水費や消耗品費、委託料などの経費です。 １８億１０８万３千円

維 持 補 修 費 公共施設の維持管理の経費です。 ４億１６０万６千円

補 助 費 等 消防や各種団体に対する負担金などです。 １３億５，２３７万１千円

貸 付 金 中小企業融資利子補給など、町が一時的に貸し付けるお金です。 ３億３，１００万円

投 資 及 び 出 資 金 企業会計などに出資するお金です。 １億４，６２７万４千円

積 立 金 町の基金（貯金）へ積み立てるお金です。 ２，０３９万５千円

繰 出 金 特別会計の建設費や事務費などを補うためのお金です。 １２億７，０６３万１千円

予 備 費 災害など緊急時のために用意しているお金です。 １００万円

１０９億１，２２８万６千円

項　目

計

義 務 的 経 費

そ の 他 経 費

投 資 的 経 費
（ 普 通 建 設 事 業 ）

義務的経費

33.2%

投資的経費

18.0%

その他経費

48.8%

人件費

12.9%

公債費

10.0%

扶助費

10.3%

普通建設事業費

18.0%

物件費

16.5%

維持補修費

3.7%

補助費等

12.4%

貸付金

3.0%

繰出金

11.7%

その他

1.5% 町の予算のうち、毎年必ず支出

する必要があり、大きく削減す

ることが難しい人件費・公債費・

扶助費が全体の約３割となって

います。
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説　明 金　額

議 会 費 議会運営の経費です。 ８，３0０万円

総 務 費 庁舎管理、自治会や交通安全、選挙などの経費です。 ５億２，２７６万４千円

民 生 費 社会福祉や児童福祉などの経費です。 ２７億７，６４７万９千円

衛 生 費 健康づくりやごみ収集などの経費です。 ９億９，４２９万８千円

労 働 費 労働者の福祉向上や就労支援の経費です。 ３，３２２万５千円

農 林 水 産 業 費 農業や林業の振興・普及などの経費です。 ５億６，０９７万４千円

商 工 費 商工業や観光の振興などの経費です。 ４億６，０６４万１千円

土 木 費 道路や公園、公営住宅などの公共施設の整備の経費です。 １１億６，６７８万１千円

消 防 費 消防や救急などの経費です。 ４億９，８６６万２千円

教 育 費 学校教育や社会教育などの経費です。 １４億２１５万９千円

公 債 費 町が借り入れたお金（借金）の返済金です。 １０億９，２６４万２千円

職 員 給 与 費 職員の給料や手当などです。 １３億１，９６６万１千円

予 備 費 災害など緊急時のために用意しているお金です。 １００万円

１０９億１，２２８万６千円

項　目

計

議会費

0.8%

総務費

4.8%

民生費

25.4%

衛生費

9.1%

労働費

0.3%

農林水産業費

5.1%

商工費4.2%

土木費

10.7%
消防費

4.6%

教育費

12.9%

公債費

10.0% 職員給与費

12.1%

目的別では、民生費（社会福祉や児童

福祉費など）が２５．４％、教育費が

１２．９％、職員給与費が１２．１％と

なっており、これら３つで５０．４％と

全体の半分を占めています。
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　議会費　（対前年　△3０万円　△0.4％）

　　　議員共済費の減 △ 61 万円

　総務費　（対前年　7,121万円　15.8％）

　　　役場庁舎建設設計業務委託料【新規】 3,445 万円

　　　ふるさと寄附金事業費の減 △ 450 万円

　　　町史編さん事業費の減【皆減】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△ 914 万円

　　　東町集会室改築工事【新規】 5,037 万円

　　　電算システム管理事業費の増 1,350 万円

　　　固定資産路線評価及び標準宅地鑑定評価事業費の減 △ 1,038 万円

　民生費　（対前年　4億2,715万円　18.2％）

　　　介護従事者資格取得支援事業補助金【新規】 210 万円

　　　国民健康保険特別会計繰出金の増 825 万円

　　　後期高齢者医療特別会計繰出金の増 1,068 万円

　　　介護保険特別会計繰出金の増 1,592 万円

　　　認定こども園改築に伴う補助金【新規】 　2億6,100 万円

　　　一時預かり事業委託料の増【新規】 950 万円

　　　子どものための教育・保育給付費負担金の増 8,595 万円

　　　障害福祉サービス給付等事業費の増 4,000 万円

　　　児童手当支給事業費の減 △ 868 万円

　衛生費　（対前年　9,217万円　10.2％）

　　　子ども医療費扶助（小・中学生通院）【新規】 2,186 万円

　　　水道事業会計負担事業費の増 200 万円

　　　個別排水処理特別会計繰出金の増 246 万円

　　　病院事業会計負担事業費の増 851 万円

　　　特定不妊治療費補助金【新規】 225 万円

　　　廃棄物処理場雨水整備工事【新規】 4,963 万円

　労働費　（対前年　28万円　0.8％）

　　　びほろものづくりフェスタ補助金【新規】 30 万円

　農林水産業費　（対前年　3,507万円　6.7％）　

　　　豆類運搬費用助成事業補助金【新規】 80 万円

　　　豊栄地区営農用浄水施設修繕料【新規】 2,020 万円

　　　道営土地改良事業負担金の増 1,728 万円

　　　多面的機能支払事業費の減 △ 759 万円

　　　町有林造林事業費の増 1,230 万円

《目的別歳出の主な増減》
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　商工費　（対前年　△4,675万円　△9.2％）

　　　つなげる・つながる商店街事業補助金【皆減】 △ 262 万円

　　　起業家支援事業補助金の減 △ 200 万円　

　　　美幌町観光まちづくり協議会負担金【新規】 140 万円　

　　　特産品開発支援事業補助金【新規】 100 万円　

　　　交流促進センター施設維持管理委託料の増 350 万円　

　　　交流促進センター源泉改修調査委託料【新規】 173 万円　

　　　交流促進センター回数券入浴原価補償金【新規】 315 万円　

　　　美幌峠レストハウス２階改修工事【皆減】 △ 5,000 万円　

　土木費　（対前年　△1億9,600万円　△14.4％）

　　　道路橋梁補修事業費（大正橋補修工事等）の減 △1億1,542 万円

　　　除雪車両整備事業事業費（除雪トラック更新等）の減　　　 △ 4,874 万円　

4,700 万円　

4,999 万円　

　　　第14・30・107号道路舗装・排水補修工事【新規】 3,000 万円　

　　　第８号道路舗装整備工事【新規】 2,000 万円　

　　　河川決壊等の減・美幌川河川改修事業【皆減】 △ 3,618 万円　

950 万円　

　　　ソフトボール場移設等補修【新規】 1,200 万円　

　消防費　（対前年　2,803万円　６.0％）

　　　消防庁舎改築基本設計業務委託料【新規】 2,998 万円

　　　上・下水道布設替工事負担金【新規】 1,578 万円

　教育費　（対前年　△5億3,288万円　△27.5％）

　　　美幌高等学校教育支援事業補助金【新規】 317 万円

　　　町民会館改築事業費の減 △7億2,937 万円

　　　スポーツセンター改修等整備事業【新規】 　2億8,947 万円

　　　屋内多目的運動場建設工事基本設計委託料【新規】 596 万円

　公債費　（対前年  △895万円　△0.8％）

　　　町債元金償還金の増 513 万円

　　　町債利子償還金の減 △ 1,408 万円

　職員給与費　（対前年　△947万円　△0.7％）

　　　一般職給の減 △ 1,062 万円

　　　職員共済費等の増 378 万円

　　　退職手当組合負担金の減 △ 474 万円

　　　第30号道路整備工事【新規】

　　　せせらぎ公園通路階段修繕【新規】

　　　堤内排水対策事業費（排水ポンプ及び発電機等）の増【拡充】
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必要なときに変えることもあります。
これを「補正予算」といいます。

町長が予算案をつくり、議会へ提出します。
議会で審議し、議決されると予算が成立します。

それぞれの担当グループが、町民の皆さまのご意見やご要望をお聴きしながら、１年間の

行政サービス（まちの仕事）を組み立てます。町長は、その内容を予算案としてまとめ、議

会へ提出します。議会は、いろいろな面から審議し、議決により予算を決めます。

１年間の収入と支出を見積もることです。

新しい年度が始まる前に、１年間（４月～３月まで）にどのくらいの収入があるか、その

収入をもとにしてどのような事業を行うか計画し、その費用となる支出を見積もります。こ

れらの内容をまとめたものが「予算書」です。

Ｑ

Ａ

１年間の収入 １年間の支出

Ａ

①予算案の提出
②予算の議決

③予算の執行
監視・公開

台風などの自然災害が原因で生じる急な施設の修理

など、予定よりも多くの経費が必要となってしまっ

たときには、変更する予算案を作って当初予算と同

じように議会に提案しています。

Ｑ

Ｑ

Ａ
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（ 発 行 年 月 日 ） 平成３０年５月

（ 発 行 ） 美幌町

（お問い合わせ先） 美幌町役場　総務部財務グループ

〒092-8650

網走郡美幌町字東２条北２丁目２５番地

電話　　0152-73-1111

ＦＡＸ　0152-72-4869

メール　zaisei@town.bihoro.hokkaido.jp

　

　　　　 　

　　　　

～平成３０年度版 美幌町予算説明書～

ことしの仕事

　　　3／２４（土）に美幌峠レストハウス（２階部分）がリニューアルしました！

まちでは、冊子以外にも、財政に関するいろいろな資料

をつくって公表しています。

財務グループで資料を配布しているほか、ホームページ

でも見ることができます。

･グラフで見る財政状況

･美幌町財政状況説明書

･第２次美幌町財政運営計画

･財政状況資料集

･美幌町の財務書類


